
 

訪日予定の李登輝前総統、東京訪問や講演に意欲 

 【台北＝石井利尚】台湾の李登輝前総統（８４）は１０日、５月下旬からの訪日計画

に関して、東京への訪問に意欲を表明した。 

 台北で日本の記者団に語った。実現すれば、１９８８年の総統就任以降、首都・東

京への訪問は初めてとなる。李氏は「いろんな話がしたい。主に学術的な」などと述

べ、都内で講演を希望していることを明らかにした。 

 李氏は、日本の近代化に尽くした政治家・後藤新平にちなみ、国家や地域の発展

に寄与した人に贈られる「第１回後藤新平賞」の受賞が決まったことについて「非常

に名誉」と述べ、６月１日の都内での授賞式に出席する意向を示した。 

 李氏は５月３０日に東京入りし、松尾芭蕉の「奥の細道」のルートをたどるため、東

北地方を回る計画。１０日前後の日程を希望しているが、体調などを見ながら、日本

側と調整を行う。 

（2007 年 5 月 10 日 19 時 36 分  読売新聞） 

 
http://www.yomiuri.co.jp/world/news/20070510i412.htm 


